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アジア の窓

　
馬
が
い
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
こ
と
わ
ざ
の
中

で
の
こ
と
で
あ
る
。
亜
細
亜
大
学
に
お
か
れ
て
い
る
外

国
語
十
三
カ
国
語
の
先
生
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

に
お
け
る
こ
と
わ
ざ
の
中
に
現
れ
た
動
物
を
め
ぐ
る
比

較
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
と
わ
ざ
は
庶
民
の
生
活
感
覚
に
育
ま
れ
た
だ
け

に
、
日
常
生
活
の
原
風
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。
動
物

の
中
で
も
生
活
に
密
着
し
て
い
る
家
畜
の
存
在
が
最
も

大
き
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
こ
と
わ
ざ
に
登
場
す
る

馬
は
、
そ
の
数
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
稲
作
農
耕
を

生
業
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
対
照
的
な
遊
牧
の
モ

ン
ゴ
ル
で
は
、
馬
が
こ
と
わ
ざ
の
王
座
を
し
め
て
い
る

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
得
体
の
知
れ
な
い
「
馬
の

骨
」
程
度
の
地
位
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
馬
は
ロ

馬
・
牛
・
鶏

バ
を
少
し
大
き
く
し

た
小
型
の
馬
が
主
流

で
、
も
っ
ぱ
ら
人
を

運
ぶ
馬
車
と
し
て
利

用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。

　
そ
れ
に
代
わ
っ
て

活
躍
す
る
の
が
牛

で
、
中
で
も
水
牛
が

最
も
貴
重
で
あ
る
。

水
牛
は
、
湾
曲
し
た
角
の
あ
る
恐
い
顔
と
は
逆
に
、
性

格
は
従
順
で
、
働
き
者
で
あ
る
。
平
た
い
蹄
が
水
田
の

泥
の
中
を
歩
く
の
に
適
し
、
生
き
た
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
農
作
業
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
水
牛
の
お

守
り
は
子
供
達
の
仕
事
で
、
夕
焼
け
の
中
を
小
さ
な
男

の
子
が
牛
の
背
に
乗
っ
て
、
家
路
を
た
ど
る
光
景
は
実

に
の
ど
か
で
あ
る
。

　
水
牛
は
農
耕
や
運
搬
用
の
役
牛
と
し
て
ば
か
り
で
な

く
、
慶
事
に
、
あ
る
い
は
葬
儀
に
供
儀
用
の
肉
と
し
て

重
要
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ト
ラ

ジ
ャ
で
は
葬
儀
に
多
数
の
水
牛
が
犠
牲
と
し
て
供
せ
ら

れ
、
切
り
取
っ
た
角
が
「
富
と
権
力
」
の
象
徴
と
し
て

家
の
棟
持
柱
に
飾
ら
れ
る
。

　
牛
に
劣
ら
ず
、
鶏
に
も
多
く
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

牛
と
鶏
が
上
位
の
一
、
二
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
鶏
と

い
っ
て
も
多
く
は
シ
ャ
モ
で
、
愛
玩
用
と
し
て
飼
育
さ

れ
て
い
る
。
都
会
の
金
持
ち
の
家
で
は
立
派
な
鳥
籠
で

飼
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
朝
は
け
た
た
ま
し

い
鶏
の
鳴
き
声
と
イ
ス
ラ
ム
の
礼
拝
を
呼
び
掛
け
る
ア

ザ
ー
ン
で
明
け
る
。
神
々
の
島
と
し
て
有
名
な
バ
リ
島

で
は
、
独
特
の
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
祭
事
の
一
つ
と

し
て
、
今
も
闘
鶏
が
盛
ん
で
あ
る
。
鶏
は
繁
栄
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
日
常
生
活
の
中
で
息
づ
い
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
気
候
風
土
で
対
極
に
あ
る
モ
ン

ゴ
ル
で
は
、
こ
と
わ
ざ
に
鶏
が
不
在
で
あ
る
。
た
と

え
同
じ
よ
う
に
存
在
す
る
動
物
で
も
、
こ
と
わ
ざ
に

こ
め
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
異
な
っ
て
い
る
。
こ
と

わ
ざ
を
切
り
口
に
文
化
と
い
う
民
族
的
特
性
の
一
端

が
う
か
が
え
る
。（

国
際
関
係
学
部
教
授
・
高
殿
良
博
）

＊
第
二
十
三
回
公
開
講
座
の
開
催

ア
ジ
ア
研
究
所
だ
よ
り

○
六
月
七
日
、「
盧
武
鉉
政
権
の
登
場
と
南
北
関
係
」、

　
野
副
伸
一（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

○
六
月
十
四
日
、「
胡
錦
涛
と
盧
武
鉉
・
金
正
日 

―
中

　
国
と
南
北
朝
鮮
と
の
関
係
の
行
方
」、
朱
建
栄（
東
洋

　
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
）

○
六
月
二
十
一
日
、
「
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開

　
発
」、
恵
谷
治（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

○
六
月
二
十
八
日
、「
主
体
性
な
き
日
本
の
朝
鮮
半
島

　
政
策
」、
佐
藤
勝
巳（
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人

　
を
救
出
す
る
た
め
の
全
国
協
議
会
会
長
）

○
七
月
五
日
、「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
東
ア
ジ
ア
」、
友
田

　
錫（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

◇
受
講
料
・
三
、
〇
〇
〇
円（
全
五
回
一
括
）は
、
郵
便

　
振
替
に
て
、
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
〇
〇
一
〇

　
〇
―
六
―
五
九
七
七
二
へ
お
振
込
み
下
さ
い
。
振

　
込
み
時
の「
受
領
証
」と
引
換
え
に
受
付
に
て『
受
講

　
証
』を
お
渡
し
致
し
ま
す
。

◇
問
い
合
せ
先
・
亜
細
亜
大
学
学
務
課
、
〇
四
二
二

　
―
三
六
―
三
二
八
三

　「
イ
ラ
ク
後
の
朝
鮮
半
島 

―
東
ア
ジ
ア
の
新
局
面
を

探
る
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
六
月
七
日
よ
り
毎
週
土
曜

日（
午
後
二
時
〜
四
時
）に
公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

※
訂
正
と
お
詫
び

　
第
一
〇
九
号（
平
成
十
五
年
一
月
三
十
一
日
）の「
盧
武
鉉

韓
国
新
大
統
領
の
登
場
と
韓
米
関
係
の
亀
裂
」の
執
筆
者
の

○

○

○

名
前
は
、
は
な
ぶ
さ
ゆ
き
お
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
致
し

ま
す
。


